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広
葉
樹
の
活
用

　

南
丹
市
で
は
、
令
和
６
年
２
月
に
ま

と
め
た「
南
丹
市
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
人
工
林
・
針
葉
樹
の
活
用
に
加
え
、

新
た
に
広
葉
樹
を
活
か
す
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
針
葉
樹
だ
け
で
な
く
ナ

ラ
や
サ
ク
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
多
様
な
広

葉
樹
が
育
つ
豊
か
な
森
林
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
な
森
の
資
源

を
見
直
し
、
暮
ら
し
の
中
で
活
か
し
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
市

役
所
の
打
合
せ
ス
ペ
ー
ス
に
、
市
内
で

育
っ
た
広
葉
樹
を
使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

使
用
し
た
木
材
は
、
市
内
の
事
業
体

が
伐
採
し
、
市
内
の
製
材
所
で
丁
寧
に

製
材
さ
れ
た“
オ
ー
ル
南
丹
”の
木
材
で

す
。
木
そ
れ
ぞ
れ
の
色
合
い
や
木
目
の

違
い
が
感
じ
ら
れ
、
空
間
に
あ
た
た
か

み
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
手
で
生
ま
れ
た
家
具
を
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
毎
日
使
う
。
そ
ん
な

循
環
を
市
役
所
か
ら
広
げ
て
い
き
ま
す
。

多
様
な
森
、
多
様
な
木
。

　
森
の
恵
み
を
も
っ
と
暮
ら
し
へ

▲設置されたテーブルと椅子

針葉樹（スギ、ヒノキなど） 広葉樹（ナラ、サクラ、ケヤキなど）

針のような細い葉を持つ。人工林
が多い。まっすぐ上に伸びる性
質。建築用材などに使われる。

広く平たい葉を持つ。天然林が多
い。枝分かれして横に広がりなが
ら伸びる性質。家具材などに使わ
れる。
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「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
育
て
る
」

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

な
ど
建
築
で
使
わ
れ
る
針
葉
樹
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
ナ

ラ
な
ど
の
広
葉
樹
は
、
か
つ
て
は
薪
や

炭
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
し
た
が
、

生
活
様
式
の
変
化
と
と
も
に
利
用
が
減

り
、
手
入
れ
が
進
ま
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

手
入
れ
さ
れ
な
い
森
は
木
が
過
密
に

な
り
、
光
が
届
か
ず
、
森
の
健
全
な
成

長
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
市
内
の
広

葉
樹
を
伐
採
し
て
家
具
と
し

て
活
用
し
、
市
役
所
内
で
使

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令

和
８
年
３
月
か
ら
利
用
が
始

ま
り
、「
南
丹
の
広
葉
樹
」に

触
れ
ら
れ
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
木
を
暮
ら
し
の
中
で
使
う

こ
と
は
、「
伐
っ
て
→
使
っ

て
→
ま
た
育
て
る
」と
い
う

森
林
の
循
環
を
回
す
大
切
な

一
歩
で
す
。
適
切
に
整
備
さ

れ
た
健
全
な
森
は
災
害
に
強

く
、
豊
か
な
水
や
環
境
を
育

み
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
若
い
木
を
食
べ
て
し
ま
う

シ
カ
の
食
害
は
大
き
な
課
題
で
す
。
新

た
に
植
え
た
木
が
育
た
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
シ
カ
な
ど
に
よ
る
食
害
へ
の
対

策
を
含
め
て
、
森
を
新
し
く
育
て
直
す

取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

広
葉
樹
の
活
用
は
、
こ
う
し
た
課
題

に
向
き
合
い
な
が
ら
森
を
次
世
代
に
つ

な
ぐ
取
り
組
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
事
業
者
の
挑
戦

　

市
内
の
森
林
組
合
や
木
材
事
業
者
で

も
、
針
葉
樹
に
加
え
て
広
葉
樹
を
活
か

す
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
色
や
木

目
の
個
性
を
活
か
し
た
家
具
づ
く
り
や

内
装
材
な
ど
、
新
し
い
価
値
の
創
出
が

進
ん
で
い
ま
す
。
広
葉
樹
は
一
本
ご
と

に
表
情
が
異
な
り
、
唯
一
無
二
の
素
材

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
で
も
、
里
山
の
広
葉
樹
を

積
極
的
に
使
う
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て

お
り
、
南
丹
市
の
取
り
組
み
は
こ
う
し

た
流
れ
と
も
連
動
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
森
林
資
源
を
活
か
し
、
地
元
で
使
う

「
地
産
地
消
」の
木
材
利
用
が
各
地
で
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
森
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
」た
め
の

一
歩
が
、
地
域
と
国
の
両
方
か
ら
後
押

し
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
森
と
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ

市
役
所
」へ

　

ま
ず
は
市
役
所
で
木
の
家
具
に
触
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
手
触
り
や
香
り
、

木
目
の
違
い
な
ど
、
実
際
に
触
れ
る
こ

と
で
木
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

木
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
森
林

や
林
業
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
木
材
を

使
う
暮
ら
し
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

木
材
の
利
用
が
増
え
れ
ば
森
は
再
び

育
ち
、
林
業
が
支
え
ら
れ
、
地
域
の
森

が
健
全
に
な
り
、
市
民
の
暮
ら
し
が
豊

か
に
な
る
と
い
う
良
い
循
環
が
生
ま
れ

ま
す
。

　

今
後
は
、
市
産
材
の
活
用
拡
大
、
広

葉
樹
の
価
値
づ
く
り
、
森
の
更
新
、
地

域
の
人
材
育
成
な
ど
、
針
葉
樹
と
広
葉

樹
の
両
方
を
活
か
し
な
が
ら
森
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

と
も
に“
南
丹
の
森
の
未
来
”を
育
て

て
い
く
担
い
手
と
し
て
、
あ
な
た
の
一

歩
が
、
森
と
地
域
を
元
気
に
し
ま
す
。

▲テーブルに使用された木材

南丹市ホームページ
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令和７年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式

賞 受賞者数
優秀スポーツ賞 団体：4

個人：27
スポーツ賞 団体：3

個人：9
優秀文化賞 団体：2

個人：9
文化賞 団体：3

個人：10
翔け賞 団体：0

個人：24
功労賞 団体：2

個人：0

　

２
月
14
日
、
園
部
文
化
会
館
ア
ス
エ

ル
そ
の
べ
で
、
令
和
７
年
度
南
丹
市
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
す
る
人
や
、
市
内
に
拠
点
を
置
く
団

体
お
よ
び
そ
の
所
属
者
を
対
象
に
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
振
興
発
展

に
貢
献
し
、
特
に
優
れ
た
成
績
や
功
績

を
収
め
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
柔
道
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
競
技
な
ど
各
種
大
会

で
活
躍
し
た
人
の
ほ
か
、
吹
奏
楽
や
農

業
ク
ラ
ブ
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
文

化
活
動
で
成
果
を
上
げ
た
受
賞
者
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
、
高
校
生
お
よ

び
中
学
生
の
部
で
は
12
団
体
55
人
に
賞

が
贈
ら
れ
、
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し

た
翔
け
賞
に
は
24
人
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
２
団
体
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た「
き
ら
り
・
本
の
こ

と
ば
」お
す
す
め
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

で
は
、
市
長
と
教
育
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
、
会
場
は
受
賞
者
を
た
た
え

る
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
賞
の
対
象
■

◇
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰

◇
優
秀
文
化
賞
・
文
化
賞

　

文
化
・
芸
術
の
分
野
で
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰

◇
翔
け
賞

　

小
学
生
以
下
の
者
で
、
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰

◇
功
労
賞

　

優
秀
な
選
手
な
ど
の
育
成
、
指
導
に

お
い
て
、
特
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
表
彰
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優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞

《　
団
体　
》

【
一
般
の
部
】

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
京
都
府
立
淇
陽
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部

・
園
部
ク
ラ
ブ

 

柔
道 

・
明
治
国
際
医
療
大
学
女
子
柔
道
部

 

サ
ッ
カ
ー 

・
明
治
国
際
医
療
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

《　
個
人　
》

【
一
般
の
部
】

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

・
廣
瀬　
美
弥
子	

（
南
丹
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会　
八
木
町
）

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
河
内　
祐
衣	

（Kyoto Future

）

・
古
谷　
結
愛	

（
京
都
教
員
ク
ラ
ブ
）

 

自
転
車
競
技 

・
清
水　
稜
太
郎

	
	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

 

剣
道 

・
荒
井　
茉
有	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

 
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ 

・
島
袋　
李
陸	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

 

陸
上
競
技 

・
中
田　
ア
ド
リ
ア
ン　
勝

	
	
（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

 

柔
道 

・
井
上　
果
音	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
金
岡　
瑠
華	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
佐
々
木　
梨
花	

	
	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
関
根　
希
思	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
髙
野　
し
い
な	

	
	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
竹
原　
妃
菜	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
田
端　
日
茉
理	

	
	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
村
上　
凜	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
山
口　
晏
奈	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
山
里　
椿
華	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

【
高
校
生
の
部
】	

 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

・
合
田　
詩
音	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
宮
杉　
遥	

（
園
部
高
等
学
校
）

 

陸
上
競
技 

・
野
尻　
海
宕	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・
細
見　
勇
輝	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

 

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

・
出
口　
晴
人	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
藤
本　
悠
世	

（
農
芸
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

 

野
球 

・
井
野　
礼
滋	

（
園
部
中
学
校
）

・
近
藤　
未
来	

（
園
部
中
学
校
）

・
村
下　
煉	

（
園
部
中
学
校
）

 
卓
球 

・
舩
越　
か
り
ん	

（
園
部
中
学
校
）

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

《　
団
体　
》	

【
一
般
の
部
】

 

剣
道 

・
明
治
国
際
医
療
大
学
剣
道
部　

【
中
学
生
の
部
】

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
南
丹
市
立
園
部
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部

 

剣
道 

・
南
丹
市
立
園
部
中
学
校
剣
道
部
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《　
個
人　
》	

【
一
般
の
部
】	

	
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

・
星
山　
美
子	（
南
丹
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会　
八
木
町
）

 

柔
道 

・
畑
山　
凜	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

【
高
校
生
の
部
】

 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

・
廣
瀬　
柚
葉	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
板
垣　
拡
大	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
髙
屋　
葵	

（
園
部
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

 

サ
ッ
カ
ー 

・
上
田　
萌
笑	

（
園
部
中
学
校
）

 

空
手
道 

・
小
早
川　
琉
愛	

（
園
部
中
学
校
）

・
中
村　
珀
菜	

（
園
部
中
学
校
）

 

陸
上
競
技 

・
寺
尾　
九
里
虎	

（
園
部
中
学
校
）

　
優
秀
文
化
賞

《　
団
体　
》

【
高
校
生
の
部
】	

	
 

乳
用
牛
審
査
競
技 

・
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校　
畜
産
部
・

動
物
資
源
コ
ー
ス

 

造
園
競
技 

・
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校　

造
園
部

技
能
五
輪
全
国
大
会　

造
園
職
種　

京
都
府
代
表（
野
々
村
光
翔
・
錦
織
暉
）

《　
個
人　
》	

【
高
校
生
の
部
】

 

こ
と
わ
ざ 

・
津
田　
さ
く
ら	

（
園
部
高
等
学
校
）

 

農
業
鑑
定
競
技 

・
田
之
上　
聖
歌	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
和
田　
真
希	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 
農
業
鑑
定
競
技
・
意
見
発
表 

・
大
矢　
桃
子	
 （
農
芸
高
等
学
校
）

 

農
業
鑑
定
競
技
・
造
園
競
技 

・
野
々
村　
光
翔	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

意
見
発
表 

・
黒
澤　
花
歌	
（
農
芸
高
等
学
校
）

 

和
牛
審
査
競
技 

・
嶋　
恵
美
子	
（
農
芸
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

 

作
文
・
ス
ピ
ー
チ 

・
吉
田　
太
陽	

（
園
部
中
学
校
）

 

作
文 

・
大
沢　
拓
斗	

（
殿
田
中
学
校
）

　
文
化
賞

《　
団
体　
》	

【
高
校
生
の
部
】

 

吹
奏
楽 

・
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
・
附
属
中

学
校
吹
奏
楽
部

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表 

・
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校　

農
業
生

産
科　
畜
産
流
通
コ
ー
ス

 

平
板
測
量
競
技 

・
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校　

環
境
創

造
科　

農
業
土
木
コ
ー
ス　

Ａ
チ
ー

ム

	《　
個
人　
》

【
高
校
生
の
部
】

 

生
活
体
験
発
表 

・
堀　
太
喜	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

 

吹
奏
楽 

・
谷　
颯
太	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
塩
貝　
莉
空	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
西
田　
美
波　

	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

 
和
牛
審
査
競
技 

・
山
口　
晴
渡　

	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
伊
藤　
鯉
太
郎	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
横
山　
智
揮　

	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
井
尻　
健
太　

	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

乳
牛
審
査
競
技
・
意
見
発
表 

・
木
村　
真
弓　

	
（
農
芸
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

 

作
文 

・
菅
本　
美
空	

（
殿
田
中
学
校
）

　
翔
け
賞【
ス
ポ
ー
ツ
の
部
】

《　
個
人　
》

 

空
手
道 

・
松
本　
梨
瑚	

（
同
志
館
亀
塾
）

・
小
寺　
蒼　

	

（
小
寺
道
場
）

・
小
寺　
紬　

	

（
小
寺
道
場
）

・
中
村　
拳　

	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
中
村　
琉
琥　

	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

 

陸
上
競
技 

・
小
田　
醍
直　

	

（
南
丹
市
陸
上
協
会
）

・
島
崎　
凜　

	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

 

ホ
ッ
ケ
ー 

・
西
山　
美
緒　

	

（
園
部
小
学
校
）

 

テ
ニ
ス 

・
磯
川　
万
智　

	

（
園
部
小
学
校
）

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
瀬
野　
優
心　

	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

　
翔
け
賞【
文
化
の
部
】

《　
個
人　
》

 

版
画 

・
矢
野　
誠
貴	

（
園
部
小
学
校
）

 

書
道 

・
片
山　
咲
奈　

	

（
園
部
小
学
校
）
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絵
画 

・
高
木　
娃
奈　

	

（
園
部
小
学
校
）

・
内
藤　
怜　

	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
内
藤　
結
芽　

	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
山
下　
莉
愛　

	
（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
島
崎　
凜　

	
（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
栃
下　
真
緒
奈	
（
殿
田
小
学
校
）

・
栃
下　
優
愛
音	
（
殿
田
小
学
校
）

 

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

・
森
内　
彩
葉　

	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
山
下　
愛
絆　

	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
平
井　
真
宗　

	

（
八
木
東
小
学
校
）

・
湯
浅　
海
人
琉	

（
殿
田
小
学
校
）

・
加
藤　
柑
奈　

	

（
殿
田
小
学
校
）

　
功
労
賞

《　
団
体　
》

・
南
丹
市
陸
上
競
技
協
会　
強
化
部

・
園
部
吹
奏
楽
団

　「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」

　
お
す
す
め
本
コ
ン
ク
ー
ル

《　
市
長
賞　
》		

【
小
学
生
部
門
】	

・
矢
嶋　
桐
也　

	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】	

・
塩
貝　
七
海	

（
殿
田
中
学
校
）

《　
教
育
長
賞　
》

【
小
学
生
部
門
】	

・
渡
邊　
勇
葵　

	

（
殿
田
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】	

・
細
見　
結
菜　

	

（
桜
が
丘
中
学
校
）

表
彰
式
当
日
の
様
子
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健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
５
年
間
の
あ
ゆ
み
と
医
療
費
・
介
護
給
付
費
の
分
析

　

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健
康
診
断
の
受
診
、

市
が
実
施
す
る
健
幸
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
な
ど
、
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
達
成
し
た
方
に
記
念
品
を

お
渡
し
す
る
事
業
で
す
。
令
和
３
年
に

４
５
３
名
の
参
加
者
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
末
現
在
、
ス
タ
ー
ト

当
初
の
５
倍
と
な
る
２
１
３
４
名
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
送
信
し
た
歩
数
デ
ー
タ
は
、

歩
数
の
集
計
だ
け
で
は
な
く
、
歩
く
こ

と
が
医
療
費
・
介
護
給
付
費
に
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
か
、
分
析
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

５
年
間
続
け
て
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業

に
参
加
し
て
い
る
方
と
参
加
し
て
い
な

い
方
の
医
療
費
・
介
護
給
付
費
と
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
世
代
で
医
療
費・

介
護
給
付
費
が
少
な
く
、
１
年
あ
た
り

８
９
０
０
万
円
の
費
用
の
差
が
出
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
健
幸
ポ
イ
ン
ト
に
参
加
し

て
日
頃
か
ら
歩
く
こ
と
を
心
が
け
る
こ

と
で
、
健
康
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　なんたん健幸ポイント事業は、新しくなってスタートします。住み慣れた地域で健康で
幸せに暮らし続けるために、歩いて、測って健幸生活を送りましょう。

継続の方…5月中旬に継続のご案内を送付します。　新規・再入会の方…5月下旬から募集を開始します。

ためたポイントの活用
方法が増えます。

ためたポイントは商品券
の交換だけでなく、寄付
することもできるように
なります。
※�ポイントは最大3500
ポイントになります。

再入会ができます。

令和3年度から7年度ま
での間で、途中で辞めら
れた方も、一定の条件で
再入会できます。

こんなところが新しくなります

ポイント付与条件が増
加します。

ボランティア活動など、
社会活動への参加により
ポイントがつきます。
歩くこと、社会活動への
参加でからだとこころを
健幸に！

２０２６
始まります！
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問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

健幸ポイント参加者の皆さんから、続々とうれしいコメントをいただいています。
（皆さんのコメントは健幸都市応援事業所記念品当選者アンケートから抜粋しています。）

１
日
５
０
０
０
歩
以
上
歩
く
効
果

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
1
日
あ
た
り
平

均
歩
数
は
4
0
0
0
歩
以
下
が
全
体
の

49
・
6
%
で
す
。
介
護
予
防
・
認
知
症

予
防
・
心
疾
患
・
脳
卒
中
予
防
に
効
果

が
あ
る
の
は
1
日
あ
た
り
5
0
0
0
歩

以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歩
数
の
少

な
い
人
は
無
理
の
な
い
範
囲
で
歩
数
を

増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　健幸ポイントに取り組み２年目で
す。ほぼ毎日６０００歩～８０００
歩を目標にウォーキングを楽しんで
います。計測スポットで月２回体重・
血圧を計っています。
　アプリで歩数・体重・血圧その他
が確認できるのでうれしいです。こ
れからも続けたいです。 （女性）

　健康維持のために毎日の励
みとなり１年間継続できま
した。これからも頑張りたい
し、多くの方にも勧めたいと
思います。（男性）

　病気がよくなり、毎日
ウォーキングができるよ
うになりました。（女性）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
る
コ
ツ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
に
す
る
た

め
に
５
つ
の
コ
ツ
で
、
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
無
理
せ
ず
続
け
る
こ
と
が
一
番
。

　
毎
日
た
く
さ
ん
歩
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
５
分
や
10
分
で
も
続
け
る

こ
と
が
健
幸
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。

②�「
運
動
」と
構
え
ず
生
活
の
中
で
歩

き
ま
し
ょ
う
。

・
買
い
物
に
行
く
時

・
ご
近
所
を
訪
ね
る

　
な
ど
、
日
常
の
中
で
歩
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

③�「
歩
け
る
日
は
歩
く
」く
ら
い
で
大

丈
夫
。

　
体
調
や
天
気
に
合
わ
せ
て
で
き
る

日
に
出
来
る
分
だ
け
。

④
楽
し
み
を
見
つ
け
る
。

・
花
を
見
な
が
ら

・
知
り
合
い
と
話
し
な
が
ら

・
季
節
の
移
ろ
い
を
楽
し
み
な
が
ら

⑤�

家
族
や
友
人
、
地
域
の
仲
間
と
一

緒
に
歩
く
と
自
然
と
外
に
出
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
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▲映画に対する思いを語る清水大志監督

　2月27日、南丹市はジヤトコ株式会社様
から童話と絵本をご寄贈いただきました。
　寄贈された書籍は、子どもの想像力や創
造性を育むことなどを目的とした「日産 童
話と絵本のグランプリ」で大賞を受賞した
作品で、市内10か所のこども園や幼稚園、
保育所に配布し、子どもたちの読書環境の
充実に活用します。
　心温まる物語に触れることで、子どもた
ちの豊かな感性を育む機会となることが期
待されます。
　心強いご支援に、心より感謝申し上げま
す。

　企業版ふるさと納税制度を活用し、株式会
社CUE様からご寄附をいただき、2月27日
に感謝状贈呈式を開催しました。
　ご寄附はカプセルトイマシン「クルポンス
テーション」1台と「クルポン9」5台（3,788,0�
00円相当）で、南丹市観光協会をはじめ、各
観光施設等に設置し、来訪者に楽しんでいた
だけるコンテンツとして活用する予定です。
　心強いご支援に、心より感謝申し上げま
す。

観
光
に
楽
し
み
を
添
え
る
ご
寄
附

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
感
謝
状
贈
呈
式

▲左から…杉本代表取締役、西村市長

　3月7日、アスエルそのべにお
いて「南丹市市制20周年記念　ド
キュメンタリー映画『ＷＩＴＨ』
／映画『唄う六人の女』上映会」が
開催されました。
　当日は、芦生の森を主な舞台に
制作された映画『唄う六人の女』
と、その制作過程や地域にもたら
した変化を記録したドキュメンタ
リー映画『WITH』の2作品の上映
に加えて、制作者による舞台挨拶
も行われ、制作の裏側や地域との
関わりについて語られました。
　来場者は、行政・地域住民・制
作者が一体となって作品づくり
に関わった歩みを振り返るととも
に、南丹市の豊かな自然や文化の
価値をあらためて実感しました。

映
画
で
感
じ
る
南
丹
の
魅
力

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
』／
映
画
『
唄
う
六
人
の
女
』
上
映
会

▲舞台挨拶後の集合写真

▲左から…石井工場長、西村市長

童
話
と
絵
本
の
寄
贈

心
を
育
て
る
絵
本
の
寄
贈
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▲当選証書を受け取る市議

　3 月16 日、南丹市役所において南丹
市長および南丹市議会議員の当選証書
付与式が行われました。
　式の前日に執行された市長選挙では
西村好高氏が当選、市議会議員一般選
挙では新人４人、前職16人の20人が当
選され、中川貞行選挙管理委員会委員
長から当選証書を付与されました。
　投票率は、市長選が62.16％、市議
選が62.17％でした。
　任期は、議員が3月15日から4年間、
市長が4月30日から4年間となります。

海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
指
導

プ
ロ
奏
者
が
直
接
指
導

新
た
な
顔
ぶ
れ
で
船
出

南
丹
市
長
及
び
南
丹
市
議
会
議
員　
当
選
証
書
付
与
式

▲放水を体験する参加者

　南丹市消防団創立20周年を記念し、3月
21日、地域防災フェスティバルが開催され
ました。
　南丹市国際交流会館で行われた式典の部
では、各種表彰の伝達が行われたほか、団
員による発表や太鼓演奏も披露され、節目
の年を祝うとともに、地域防災に尽力して
きた関係者への感謝の思いが込められた式
典となりました。
　イベントの部では、園部B＆G海洋セン
ター周辺を会場に、消防車両の展示や放
水体験、はしご車の実演、子ども向け体験
コーナーなど多彩な催しを展開。多くの来
場者でにぎわい、楽しみながら防災への理
解と関心を深める一日となりました。

　3月2日、市内の中学校吹奏楽部員
を対象に、日本トップレベルのプロ奏
者である海上自衛隊東京音楽隊による
音楽指導が実施されました。
　基礎練習から演奏表現まで実践的な
指導が行われ、生徒たちは丁寧なアド
バイスを受けました。間近でプロの演
奏や音づくりに触れ、技術向上のヒン
トを学ぶとともに、演奏への意欲を一
層高めていました。
　各校吹奏楽部のさらなるレベル向上
につながる貴重な機会となりました。

▲熱心に指導を受けるこども達

　京都府主催、南丹市共催により、「京
のジュニアスポーツアカデミーin京都
南丹地域」を開催しました。
　2月21日、3月7日、3月14日の3日間
にわたり、園部B＆G海洋センターや
園部公園多目的運動場などで実施し、
府内在住の小学生が参加しました。
　体験教室では、サッカー、バレーボー
ル、バスケットボールの各種目におい
て、プロスポーツ団体等のコーチから
直接指導を受け、子どもたちは楽しみ
ながら体を動かしました。
　あわせて、保護者や地域の方向けの
講習も行われ、子どもの挑戦を支える
環境づくりについて理解を深める機会
となりました。

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
体
験

京
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
㏌
京
都
南
丹
地
域

防
災
フ
ェ
ス
で
意
識
高
ま
る南

丹
市
消
防
団
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲プロの指導に耳を傾ける生徒たち
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現
在
、
９
月
か
ら
の「
新
規
隊
員
」を

募
集
し
て
い
ま
す
。
も
し
周
囲
に
都
市

部
に
お
住
ま
い
で
、
地
方
で
の
起
業
や

社
会
貢
献
に
意
欲
が
あ
る
方
、
南
丹
市

の
魅
力
に
共
感
し
て
く
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
協
力
隊

制
度
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
や
募
集
要
項
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や「
い
い
ね
！
な
ん
た
ん
」を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
直
接
お
会
い
し
て
、

案
内
も
可
能
で
す
。

　

今
号
は「
協
力
隊
」制
度
の
概
要
を
改

め
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」は
、
都
市
部

か
ら
地
方
へ
移
住
し
、
そ
の
土
地
独
自

の
資
源
を
活
か
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
総
務
省
の
制
度

で
す
。

　

南
丹
市
の
協
力
隊
は
３
年
間
を
任
期

と
し
、
現
在
２
名
の
隊
員
が「
地
域
資
源

を
活
用
し
た
商
品
開
発（
舩
本
）」、「
情

報
発
信
力
の
強
化（
矢
野
）」を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
大
き
な
特
徴
は
、
任
期
終
了

後
に
南
丹
市
へ
の
定
住
を
目
指
す
点
で

す
。
私（
矢
野
）も
間
も
な
く
任
期
終
了

と
な
り
ま
す
が
、
南
丹
市
定
住
に
向
け

て
、
協
力
隊
活
動
と
並
行
し
て
事
業
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
南
丹
市
の
協
力
隊
員
は
、

・�

移
住
促
進
の
た
め
の「
集
落
の
教
科

書
」や「
南
丹
辞
典
」、
広
報
グ
ッ
ズ
や

チ
ラ
シ
作
成

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
南
丹
市
の
Ｐ
Ｒ

・�

特
産
品
の
製
造
や
開
発
、
販
売

な
ど
、
南
丹
市
の
資
源
を
活
か
し
た
取

組
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

−44−

運
動
、
人
権
教
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

〇�

調
査・救
済
/「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」

と
い
う
被
害
者
か
ら
の
申
告
を
受
け
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
調
査
に

あ
た
り
ま
す
。
人
権
相
談
か
ら
救
済

手
続
き
を
開
始
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

■
6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
6

月
1
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定

め
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
存
在
と

し
て
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の

大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
日
と
し
て
い
ま

す
。

　

人
権
の
こ
と
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

人
権
擁
護
委
員
に
関
す
る
こ
と
、
人

権
相
談
に
関
す
る
こ
と
な
ど
は
、
京
都

地
方
法
務
局
園
部
支
局（
電
話
0
7
7
1

－
62
－
0
2
0
8
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
 （

人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第78回――第78回―

■
人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た

り
、
人
権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活

動
を
し
て
い
る
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
無
報
酬
で
、
現
在
、

全
国
で
約
1
万
4
千
人
、
南
丹
市
で
は

17
人
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容

　

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

〇�
人
権
相
談
/
常
設
・
特
設
の
相
談
所

を
開
設
し
、
面
接
な
ど
に
よ
り
人
権

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

〇�

人
権
啓
発
/
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た

め
に
、
街
頭
啓
発
活
動
、
人
権
の
花

～
人
権
擁
護
委
員
～

問
い
合
わ
せ
：
矢
野
隊
員

メ
ー
ル
：yano@good-nantan.online



13 広報なんたん４月号

上
下
水
道
事
業
の
将
来
見
通
し

　

前
回
は
上
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
現
在
の
社
会
情
勢
と
経
営

状
況
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
将
来
予

測
を
立
て
、
上
下
水
道
事
業
を
持
続
し

て
い
く
予
定
な
の
か
、
お
伝
え
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

◇
将
来
見
通
し

　

前
回
お
示
し
し
た
グ
ラ
フ
で
は
、
水

道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
の
収
入
と
経

費
の
見
通
し
を
紹
介
し
、
今
後
、
そ
の

差
が
ど
ん
ど
ん
開
い
て
い
く
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
費
用
が
収
入

を
上
回
る
状
態
が
続
く
と
、
毎
年
、
貯

金
を
取
り
崩
し
、
い
つ
か
そ
の
貯
金
も

底
を
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

上
下
水
道
事
業
は
、
市
民
生
活
に
お

い
て
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
た
め
、

破
綻
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
南
丹
市
で
は
、
国
が
示

す
指
針
に
基
づ
き
、『
経
営
戦
略
』と
呼

ば
れ
る
長
期
間
の
計
画
を
策
定
し
、
将

来
の
収
支
予
測
を
立
て
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
は
令
和
5
年
度
に
、
下
水

道
事
業
は
令
和
4
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ『
経

営
戦
略
』を
策
定
し
た
結
果
、
今
般
の
料

金
改
定
が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、『
経
営
戦
略
』に
つ
い
て
、

説
明
し
ま
す
。

上下水道事業のあらまし Vol.4

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
部
経
営
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
0
0
6
4

『経営戦略』って難しい言葉ですね。
民間企業では「中長期経営計画」って呼ばれているような計画のことですか？

　民間企業でつくる中長期計画は、将来の会社の売り上げや投資経費などの計画を策
定したうえで、利益目標を達成するために従業員が一丸となるためのものですよね。
　公営企業も同じように利益を追求するために売上の目標を立ててるのですよね？

　利益を追求しないのに、『経営戦略』をつくるって何か矛盾しているように感じるけど
…。それはともかく、南丹市の場合、『経営戦略』は何年間隔で作ってるのですか？

　もし、今回、料金改定をしなかったら、これまで説明をされていたように
施設や設備の更新ができなくなり、上下水道のサービスが提供されなくなる
ということですね。
　電気代やガソリン代も値上がりをしているので、できれば上下水道料金の
値上げは避けてほしかったのが本音です。ちなみに、料金改定にあたって、
審議会を開催されたと思います。専門家や色々な団体の代表もおられたよう
ですので、委員からどのような意見が出されたのか教えてもらいたいです。
また、料金改定以外の方法もどのような検討をされたのか気になります。

　仰るとおりです。公営企業も民間企業と同じように、経営戦略を策定し、経営基盤
の強化と財政マネジメントの向上を図ることが求められています。

　公営企業の場合、民間企業とは異なり、利益を追求しないことになっています。
　そもそも、公営企業は、営利目的で設置されておらず、持続可能な事業の運営を目的と
しています。特に上下水道事業の場合、大切なインフラであるサービスが途切れることのな
いよう、施設や設備の更新にかかる費用を含めた経営戦略を策定し事業運営をしています。

　『経営戦略』の策定方法は国の指針で示されています。公表しているものは10年ですが、
収支見通しは50年先のものまで作成しています。その見通しでは、上下水道事業を継続す
るために必要となる費用が、現在の料金収入では賄えないことが分かっています。その不
足額を補うための検討をした結果、今回、料金改定が必要であるとの結論に至りました。

◇令和 8年 4月受付分から各種手数料の額が変わります。
現行 改定後

閉開栓手数料 200円/件 500円/件
給水装置工事申請手数料 1,000～3,000円/件 5,000円/件
排水設備工事申請手数料（トイレ2個まで） 1,000円/件 5,000円/件
各種証明書発行手数料 無料 500円/件
※詳細はお問い合わせください。

　仰るとおり、上下水道料金を改定するにあ
たり、学識経験者にもご参加いただき審議会
を開催しました。審議会では委員のみなさま
から沢山のご意見をいただき、今回の改定に
至りました。審議会でどのようなご意見が出
され、最終的にどのような答申をいただいた
のか、次回、私から説明させていただきます。
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更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
け
た
特

設
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
た
な
防
災
気
象
情

報
に
関
す
る
様
々
な
資
料
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
、

情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
る
か
、
ご
家
庭
や
企
業
・
組

織
内
で
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
）京
都
地
方
気
象
台

☎
0
7
5
－
8
4
1
－
3
0
0
6

　

令
和
8
年
5
月
下
旬（
予
定
）か
ら
気

象
台
が
発
表
す
る
警
報
や
注
意
報
の
名

称
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
等
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

・�

警
報
や
注
意
報
の
名
称
の
前
に
警
戒

レ
ベ
ル（
災
害
発
生
の
危
険
度
に
応
じ

た
避
難
行
動
を
示
す
目
安
）の
数
字

（「
レ
ベ
ル
3
」等
）が
付
記
さ
れ
ま
す
。

・�

洪
水
警
報
・
洪
水
注
意
報
は
廃
止
さ

れ
、「
氾
濫
」や「
大
雨
」の
警
報
・
注

意
報
で
お
伝
え
し
ま
す
。

・�「
警
戒
レ
ベ
ル
4
相
当
」（
一
般
の
方
が

避
難
し
て
い
た
だ
く
目
安
）の
状
況
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は「
危
険
警
報
」を

発
表
し
ま
す
。

・�

下
の
表
に
書
か
れ
て
い
る
以
外
の
警

報（
暴
風
や
暴
風
雪
等
）や
、
注
意
報

（
雷
や
強
風
、
乾
燥
等
）の
名
称
は
変

令
和
８
年
５
月
下
旬（
予
定
）か
ら

警
報
警
報
やや
注
意
報

注
意
報
のの
名
称
名
称
がが

変
更
に
な
り
ま
す

変
更
に
な
り
ま
す

新たな防災気象情報に
関する特設ページ
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お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

令和８年度 国民健康保険
　令和８年度の南丹市国民健康保険税率は、地方税法の改正に伴い『子ども・子育て支援納付金分』が新設され
ることとなりました。南丹市は府が示す標準保険料率を参考に算定しており、既存の保険税率につきましては、
据置きとなります。
　また、課税限度額が医療保険分67万円（令和7年度は66万円）、子ども・子育て支援納付金分３万円（令和８
年度より新設）に変更となり、５割及び２割軽減の軽減基準額が引き上げ（軽減適用の拡大）となります。
○国民健康保険税率（令和８年度）について

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分
（40歳～64歳）

子ども・子育て
支援納付金

①所得割
（世帯の所得に応じて計算）

課税対象所得（＊1）の
７．９７%

課税対象所得（＊1）の
３．００%

課税対象所得（＊1）の
２．７６%

課税対象所得（＊1）の
０．２９%

②均等割
（世帯の被保険者数に応じて計算）

被保険者１人当たり
３１，０００円

被保険者１人当たり
１０，１００円

被保険者１人当たり
１０，５００円

被保険者１人当たり（＊２）
１，１００円

③18歳以上被保険者
均等割

（18歳以上の被保険者数に応じて計算）
― ― ― １００円

④平等割
（一世帯につきいくらと計算） ２３，０００円 ６，０００円 ５，８００円 ７００円

上記①②③④の合計 世帯の保険税（12ヶ月分）
なお、以下のとおり、それぞれの区分毎に課税限度額が設けられています。

課税限度額 ６７万円 ２６万円 １７万円 ３万円
（＊１）課税対象所得＝前年の総所得金額等―基礎控除４３万円
（＊２）１８歳未満の被保険者の均等割額については全額軽減されます。
○軽減制度について
①�世帯主（擬制世帯主を含む）、世帯内の被保険者及び特定同一世帯所属者（※１）の昨年の１月から１２月まで

の総所得が次の基準に該当する場合に保険税の平等割と均等割の軽減が受けられます。

２割軽減 43万円＋【（給与所得者等の数－1）×10万円（※２）】＋
（57万円×被保険者及び特定同一世帯所属者の数）以下

５割軽減 43万円＋【（給与所得者等の数－1）×10万円（※２）】＋
（31万円×被保険者及び特定同一世帯所属者の数）以下

７割軽減 43万円＋【（給与所得者等の数－1）×10万円（※２）】以下
（※１）�特定同一世帯所属者とは、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し、継続して同一の世帯に属す

る方をいいます。
（※２）世帯内の一定の給与所得者と公的年金所得者の数が２以上の場合のみ適用となります。
（※３）�昭和３６年１月１日以前に生まれた方で、年金所得がある場合は、年金所得からさらに１５万円引いた

額で軽減の所得判定を行います。
②��未就学児に係る均等割に対して一律５割の軽減が受けられます。①の軽減が適用されている場合は、
　適用後の均等割から５割の軽減となります。
○国民健康保険の資格喪失手続きについて
　新しく職場の健康保険、または職場の健康保険の扶養に入った時は、国民健康保険の資格喪失（やめる）手続
きは自動的には行われませんので、届出が必要です。職場の健康保険に加入中でありながら、国民健康保険の
被保険者として医療機関等を受診すると、国民健康保険から支払われた医療費（７～８割分）をお返しいただき
ますのでご注意ください。
●手続きに必要なもの
　・新しく加入した職場の健康保険の資格取得日が記載された書類（資格確認書等）（全員分）
　・南丹市の国民健康保険資格確認書（全員分）
　・本人確認書類
　・マイナンバーのわかるもの
●手続きができる方
　・世帯主、または同一世帯の方
　・代理人（委任状が必要となります。）
　　※郵送による手続きも可能です
問市民課　TEL０７７１－６８－００１１
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軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

〈
軽
自
動
車
税
の
継
続
検
査（
車

検
）用
納
税
証
明
書
に
つ
い
て
〉

　
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
、
二

輪
の
小
型
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

軽
自
動
車
税
の
納
付
確
認
が
電
子

化
さ
れ
た
た
め
、
原
則
車
検
時
の

納
税
証
明
書
の
提
示
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
付
後
す
ぐ
に
車
検
予
定
の
方

は
、
紙
の
納
税
証
明
書
が
手
元
に

残
る
方
法
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

納
付
の
方
や
、
地
方
税
お
支
払
サ

イ
ト
を
通
じ
て
納
付
さ
れ
た
方

へ
、
領
収
書
兼
納
税
証
明
書
は
送

付
し
ま
せ
ん
。

※
口
座
振
替
納
付
の
方
へ
の
口
座

振
替
済
通
知
書
兼
納
税
証
明
書
は

送
付
し
ま
せ
ん
。
納
税
証
明
書
が

必
要
な
方
は
、
税
務
課
ま
た
は
各

支
所
総
務
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

〈
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ

い
て
〉

　
一
定
以
上
の
心
身
障
が
い
の
あ

る
方
は
車
両
一
台
に
限
り
、
申
請

に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
構
造
が
専
ら
障
が
い
者
の
利
用

に
供
す
る
た
め
の
車
両（
車
い
す

移
動
車
な
ど
）も
減
免
対
象
で
す

（
リ
ー
ス
車
両
を
除
く
）。

　
障
が
い
の
程
度
や
車
両
の
所
有

者
、
運
転
者
、
使
用
状
況
な
ど
に

は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限　

６
月
１
日（
月
）

（
必
着
・
郵
送
可
）

※
納
税
通
知
書
の
到
着
後
、
期
限

ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
総

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
減
免
を
受
け
る
車
両
は

軽
自
動
車
税
を
納
付
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
申
請
時
の
必
要
書
類
に

つ
い
て
は
南
丹
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
オ
リ
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て

　
南
丹
市
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に

よ
る
農
作
物
被
害
や
家
屋
へ
の
住

み
つ
き
被
害
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
捕
獲
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
南
丹
市
農
山
村
振
興
課
及
び
各

支
所
で
捕
獲
オ
リ
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
捕
獲
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
は
市

職
員
が
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
、

分
か
り
や
す
い
場
所
に
日
よ
け
等

し
て
安
置
し
て
く
だ
さ
い
。（
夜

間
、
土
日
祝
日
に
捕
獲
さ
れ
た
場

合
は
翌
業
務
日
以
降
の
対
応
と
な

り
ま
す
）

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
貸
し
出
し

た
捕
獲
オ
リ
で
誤
捕
獲
さ
れ
た
ハ

ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
害
獣
も
引
き
取

っ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、ネ
コ
な

ど
捕
獲
許
可
の
出
て
い
な
い
動
物

は
ご
自
身
で
放
獣
い
た
だ
き
ま
す
）

　
な
お
、
市
が
貸
し
出
し
た
オ
リ

以
外
で
の
違
法
な
捕
獲
の
場
合
、

市
で
は
引
き
取
り
対
応
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
貸
出
期
間　
申
請
日
か
ら
２
週

間
、
延
長
は
１
回
の
み

●
申
請
場
所　
農
山
村
振
興
課
、

各
支
所
総
務
課

●
注
意
事
項　
毎
朝
見
回
り
が
必

要
で
す
。
捕
獲
時
は
朝
９
時
半
頃

ま
で
に
市
役
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
農
山
村
振
興
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
２

野
生
鳥
獣
の
被
害
防
止
捕
獲
を

実
施
し
ま
す

　
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ワ
ウ
を

は
じ
め
と
す
る
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
林
水
産
物
な
ど
の
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
年
間
を

通
し
南
丹
市
猟
友
会
捕
獲
班
に
よ

る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施
し
ま

す
。

　
最
近
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
本
体

に
付
け
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
大
音

量
で
犬
の
鳴
き
声
を
流
し
、
猟
師

が
待
つ
付
近
へ
獣
を
追
い
立
て
る

手
法
も
用
い
ま
す
の
で
、
近
接
す

る
集
落
に
音
や
銃
声
が
届
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
に
対
す
る

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
に
最
大
限
配
慮
し

て
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
山
に
入

ら
れ
る
際
は
目
立
つ
服
装
を
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
事
故
防
止
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
農
作
物
等
へ
の
被
害
が
発
生
す

る
な
ど
し
て
駆
除
を
要
望
さ
れ
る

場
合
は
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
区

長
ま
た
は
農
家（
農
事
）組
合
長
か

ら
農
山
村
振
興
課
に
要
望
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
山
村
振
興
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
２

資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
の

団
体
登
録
に
つ
い
て

　
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
市
内
で
資
源
ご

み（
古
紙
お
よ
び
古
布
）の
集
団
回

収
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
報

南丹市
ホームページ
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TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

FAX
０
７
７
１
－
６
３
－
０
６
５
３

chiiki@
city.nantan.lg.jp

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
度
南
丹
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て「
定
住
促
進
と

移
住
支
援
」「
地
域
資
源
を
活
用
し

た
起
業
や
特
産
品
開
発
等
の
サ
ポ

ー
ト
」「
観
光
振
興
」「
情
報
発
信
」

「
隊
員
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域

振
興
に
関
す
る
活
動
」を
行
う
方

を
新
た
に
募
集
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
家
族
、
ご

友
人
な
ど
で
、
南
丹
市
へ
の
Ｕ
タ

ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
募
集
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
募
要
件　

・
現
在
、
都
市
地
域
等
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方
で
、
委
嘱
後
、
南
丹

市
に
住
民
票
を
移
す
こ
と
の
で
き

る
方

・
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
で
20

歳
以
上
50
歳
未
満
の
方

・
地
域
の
活
性
化
に
意
欲
の
あ
る

方・
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
方

・
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
操
作
が
で
き

る
方　
ほ
か

始
日
前
日
ま
で
に
所
有
者
に
お
い

て
修
繕
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
）

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

（
１
台
以
上
。
敷
地
内
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
場
合
は
、
近
隣
で

用
意
で
き
る
こ
と
）

・
建
物
と
土
地
が
原
則
同
一
所
有

者
で
あ
る
こ
と

・
住
宅
所
在
地
域
の
区（
自
治
会
）

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
受

け
入
れ
に
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る

こ
と

・
敷
金
・
礼
金
が
不
要
で
あ
る
こ

と・
当
月
家
賃
の
翌
月
払
い
で
の
対

応
が
可
能
で
あ
る
こ
と

・
連
帯
保
証
人
及
び
家
賃
保
証
会

社
へ
の
加
入
が
不
要
で
あ
る
こ
と

●
家
賃　
月
額
６
０
，
０
０
０
円

以
内（
共
益
費
・
管
理
費
・
駐
車

場
代
等
含
む
）　

※
建
物
、
敷
地
、
立
地
条
件
等
を

考
慮
し
協
議
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

●
光
熱
水
費　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
自
己
負
担
。

●
賃
貸
期
間　
令
和
８
年
９
月
１

日
～
令
和
９
年
３
月
31
日

※
最
長
３
年
、
令
和
11
年
８
月
31

日
ま
で

●
申
込
方
法　
６
月
５
日（
金
）ま

で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
地
域
振
興
課

・
バ
イ
ク
コ
ー
ス　

午
前
７
時
15
分
～
午
後
０
時
30
分

・
ラ
ン
コ
ー
ス　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
１
時

※
交
通
規
制
及
び
一
般
車
両
う
回

路
の
案
内
図
に
つ
い
て
は
、
南
丹

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

住
居
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
令
和
８
年
度
委
嘱
予
定
の
南
丹

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
居
宅

と
し
て
貸
与
す
る
た
め
の
候
補
物

件
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
南
丹
市

内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
建
物
の
条
件

・
原
則
、
一
戸
建
て
の
空
き
家
と

し
、
住
宅
の
棟
の
全
部
を
借
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

・
キ
ッ
チ
ン
・
風
呂
・
洗
面
所
・

ト
イ
レ
が
あ
る
こ
と

・
現
況
の
ま
ま
日
常
生
活
が
可
能

で
あ
る
こ
と（
屋
根
・
外
壁
・
土

台
等
の
構
造
体
・
内
装
等
に
修
繕

の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
借
上
開

奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
報
奨
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
毎
年
度
、
団
体
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
業
を
実
施
さ
れ
る
団
体
は

令
和
８
年
度
資
源
ご
み
集
団
回
収

事
業
実
施
団
体
登
録
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
・
様
式
な
ど　
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　
５
月
29
日（
金
）ま

で●
提
出
先　
環
境
課
ま
た
は
各
支

所
総
務
課

●
注
意
事
項　
報
奨
金
の
交
付
申

請
書
は
、
団
体
登
録
後
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
５

京
都
丹
波
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
大
会
in

南
丹
に
伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て

　
本
大
会
で
は
、
八
木
地
域
の
一

部
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
開
催
中
は
一
般
車
両
の
通

行
が
で
き
か
ね
ま
す
の
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
う
回

路
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　
５
月
24
日（
日
）

南丹市
ホームページ

南丹市
ホームページ
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人
材
募
集

南
丹
市
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に

つ
い
て

　
令
和
８
年
度
の
職
員
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

●
受
付
期
限　
５
月
12
日（
火
）

午
後
４
時
30
分
ま
で

●
試
験
日　

・
一
般
事
務　

第
１
次
試
験　

６
月
６
日（
土
）、

７
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～

・
専
門
職（
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
・
技
師
・
保
健
師
）

第
１
次
試
験　
７
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～

●
要
項
配
布
場
所　
人
事
課　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能

問
人
事
課　
　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
８

　

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。

　

ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

園
部
駅
西
口
駅
前
広
場
の

再
整
備
工
事
に
つ
い
て

　
園
部
駅
西
口
駅
前
広
場
に
お
い

て
、
一
般
送
迎
車
や
路
線
バ
ス
、

企
業
バ
ス
等
に
よ
っ
て
渋
滞
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
一
般
送
迎
車
待
機

場
の
整
備
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
見

直
し
を
行
う
再
整
備
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　
工
事
期
間
は
、
４
月
下
旬
頃
か

ら
９
月
中
旬
頃
ま
で
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
建
設
整
備
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
１

合
60
万
円
）以
内

問
地
域
振
興
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
６
月
１
日（
月
）納
期
限
〉

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

１
期
分

・
軽
自
動
車
税
全
期
分

問
税
務
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
保
育
所
保
育
料
等
５
月
分　

・
保
育
所
延
長
保
育
料
４
月
分　

・
一
時
保
育
料
４
月
分　

・
幼
稚
園
給
食
費
５
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
４
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
５
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
５
月
分　
　

問
都
市
計
画
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
５
月
分

問
学
校
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
５

月
分　
　

問
社
会
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
活
動
時
間　

１
カ
月
あ
た
り

１
２
０
時
間

●
任
用
期
間
・
任
用
形
態　
令
和

８
年
９
月
１
日
か
ら
任
期
１
年
以

内
で
の
委
嘱（
最
大
３
年
ま
で
延

長
可
能
）

●
待
遇　
月
額
２
９
１
，
６
０
０

円※
雇
用
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

健
康
保
険
、
雇
用
保
険
に
は
加
入

し
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間　
５
月
13
日（
水
）ま

で●
応
募
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
地
域
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
ご
案
内

　
新
婚
世
帯
に
対
し
て
、
婚
姻
に

伴
う
住
宅
取
得
費
・
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
費
・
住
宅
賃
借
費
・
引
越
費

を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま

す
。

●
対
象
世
帯　
令
和
８
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
届
を
提
出
し
受
理
さ
れ
た

世
帯

※
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
金
額　
30
万
円（
婚
姻
時

に
夫
婦
の
双
方
が
29
歳
以
下
の
場

南丹市
ホームページ

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

5月13日（水）
5月27日（水）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。 人権政策課

TEL0771-68-0015特設人権相談
（要予約）

5月19日（火）
※ 前 日16：00ま で
に予約

①13：30～
②14：30～

日吉生涯学習センタ
ー

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

司法書士による相談
5月20日（水）
※5月13日（水）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
相談室 福祉相談課

TEL0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

きこえと補聴器の
相談会（きこえの
相談、聴力測定は
要予約）

5月27日（水） 13：00～15：00 園部文化会館
３階小研修室ほか

ふない聴覚言語障害
センター
TEL0771-63-6447
社会福祉課
TEL0771-68-0007

なんでも相談
（障がい）

5月16日（土）
13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課
TEL0771-68-0007

5月19日（火） そよかぜ日吉
5月22日（金） 京都太陽の園
5月25日（月） そよかぜ八木

く
ら
し

看護職・看護補助
者無料職業相談所 5月13日（水） 9：30～12：00 ハローワーク園部

京都府ナースセンタ
ー
TEL075-222-0316

無料税務相談
5月7日（木）

13：30～16：30
亀岡商工会議所 園部納税協会

TEL0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

5月14日（木） 園部納税協会
5月28日（木） 園部納税協会

多重債務無料法律
相談（要予約） 5月26日（火） 17：00～18：30 園部文化会館会議室

南丹市消費生活相談
窓口（商工観光課内）
TEL0771-68-0100

行
政
・
法
律

行政相談 5月12日（火） 13：30～15：30 園部文化会館
３階会議室

京都行政監視相談セ
ンター
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

行政書士無料相談 5月13日（水） 13：30～16：00 園部文化会館
3階会議室

京都府行政書士会第
3支部
TEL075-692-2500

南丹市無料法律相
談会（要予約）

5月12日（火）
13：00～16：00

八木市民センター
会議室３ 総務課

TEL0771-68-00026月3日（水） 園部文化会館
３階会議室
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子
育
て
支
援

育
て
の
親（
里
親
）に
な
り
ま
せ
ん

か
　
京
都
府
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い

こ
ど
も
を
育
て
て
く
だ
さ
る
里
親

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
関
心
の

あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る

児
童
相
談
所
が
窓
口
で
す
。

問
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ

ーTEL
０
７
５
－
５
３
１
－
９
６
０
６

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

５
月
事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

　
毎
週
火
曜
日
は
公
認
心
理
師
に

よ
る「
こ
こ
ろ
の
相
談
」を
し
て
い

ま
す
。

〈
お
話
会
〉　

●
日
時　
５
月
１
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
場
所　
横
田
公
民
館

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
参
加
人
数　
親
子
40
人
程
度

●
日
時　
５
月
7
日（
木
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
０
歳

～
）〉

●
日
時　
５
月
８
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
土
曜
ひ
ろ
ば
〉

　
休
日
や
雨
の
日
の
親
子
の
居
場

所
と
し
て
土
曜
日
に
開
放
し
ま

す
。
予
約
不
要
で
す
。　

●
日
時　
５
月
9
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

正
午
～
午
後
１
時
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
振
替
休
館
の
お
知
ら
せ

●
日
時　

５
月
11
日（
月
）は
終

日
、
振
替
の
休
館
と
な
り
ま
す
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場

「
ぽ
こ
ぽ
こ
く
ら
ぶ
」（
５
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
、
同
場
所
で
、
み
ん

な
の
居
場
所「seedbase

（
シ

ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま
す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

第
２
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

4
時（
振
替
休
あ
り
）

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー〈美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
2
階
多
目

的
室

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、
リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用
い

て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ
り
・

冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不
調
・

更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の
心
と

身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時　
５
月
25
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
講
師　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト

●
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費　
1
，
5
0
0
円
、
託

児
付
き
2
，
0
0
0
円

　
他
に
も
、〈
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
〉

〈
産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉〈
産
後
ほ
っ

こ
り
の
日
〉と
、
妊
娠
中
か
ら
産

後
１
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
対
象
の

講
座
等
が
あ
り
ま
す
。【
要
申
込
】

　
講
座
の
詳
し
い
内
容
・
日
程
は

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
り
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Instagram LINE

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119　　　

くわしくは
こちら
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催
し

第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波

〈
も
う
す
ぐ
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン

ト
〉

●
日
時　
６
月
６
日（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　
国
際
交
流
会
館
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

●
内
容　
小
山
太
鼓
の
演
奏
・
五

美
ひ
ろ
え
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー

ク
・
フ
ェ
ア
の
Ｐ
Ｒ
・
村
雨
辰
剛

さ
ん（
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
趣
味
の
園
芸
」ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
）と
白
砂
伸
夫
さ
ん

（
神
戸
国
際
大
学
名
誉
教
授
）の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー

●
応
募
方
法　
５
月
20
日（
水
）ま

で
に
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〉

　
緑
化
フ
ェ
ア
の
期
間
中
、
各
フ

ェ
ア
拠
点
で
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
開
始　
５
月
１
日（
金
）

●
活
動
期
間　

９
月
18
日（
金
）

～
11
月
８
日（
日
）の
希
望
の
日
程

※
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。

●
活
動
時
間　

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30

分・
午
後
１
時
～
５
時

●
場
所（
フ
ェ
ア
拠
点
）

・
京
都
・
亀
岡
保
津
川
公
園

・
亀
岡
運
動
公
園

・
園
部
公
園

・
わ
ち
山
野
草
の
森

・
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

●
対
象　
令
和
８
年
４
月
１
日
時

点
で
満
15
歳
以
上
の
方

※
高
校
生
ま
た
は
18
歳
未
満
の
方

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
。

●
内
容　
案
内
所
で
の
チ
ラ
シ
配

布
・
会
場
内
の
巡
回
・
清
掃
・
水

や
り
・
除
草
等

●
申
込
方
法　
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波
実
行
委
員
会

TEL
０
７
７
１
－
２
１
－
８
３
０
１

ry
o
k
k
a
-fa
ir@

c
ity
.

kam
eoka.lg.jp

一
〇
〇
ま
で
活
き
活
き
健
幸
サ
ロ

ン
　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
、
簡
単
に
、
健
康
・
体
力
の
向

上
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩

が
身
に
つ
き
、
続
け
ら
れ
ま
す
。

●
日
程　
５
月
23
日
、
30
日
、

６
月
27
日
、
７
月
25
日
、
８
月
22

日
、
９
月
26
日
、
10
月
24
日
、

11
月
28
日
、
12
月
19
日
、
１
月
23

日
、
２
月
27
日
、
３
月
27
日

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
場
所　
明
治
国
際
医
療
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス

●
講
師　
明
治
国
際
医
療
大
学
教

授
、
Ｉ
Ｗ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
、
学
生
他

●
定
員　
25
名
程
度（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　
５
月
15
日（
金
）必

着
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
あ
る
い
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
明
治
国
際
医
療
大
学　
柔
道
整

復
学
講
座　
齊
藤
昌
久

〒
6
2
9
－
0
3
9
2　
南
丹
市

日
吉
町
保
野
田

TEL
０
７
７
１
－
７
２
－
１
１
８
１

FAX
０
７
７
１
－
７
２
－
０
３
２
６

m
a_saito@

m
eiji-u.ac.jp

京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

第
４
回
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

●
日
時　
５
月
16
日（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
２

階
大
広
間（
桜　
つ
つ
じ
）

●
内
容　
脳
と
認
知
症
の
最
新
知

識
と
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
を
学
べ
る

特
別
講
演
会

※
参
加
無
料
・
予
約
不
要

問
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

地
域
医
療
連
携
室　

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
２
５
１
０

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
測
定
会

（
日
吉
町
胡
麻
地
区
）

　
「
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会
」主
催

で
月
に
一
回
体
組
成
計
測
定
が
で

き
ま
す
。
都
合
の
よ
い
時
間
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
5
月
15
日（
金
）・
6
月

19
日（
金
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
場
所　
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー
１
階

●
持
ち
物　

活
動
量
計
も
し
く

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会

TEL
０
８
０
－
５
２
９
０
－
８
９
０
０

学
び
の
南
丹「
優
し
い
日
本
画
教

室
」受
講
者
募
集

　
こ
れ
か
ら
日
本
画
を
趣
味
と
し

て
始
め
て
み
た
い
方
、
日
本
画
を

学
び
直
し
て
み
た
い
方
、
初
心
者

向
け
の
優
し
い
日
本
画
教
室
で

す
。

●
日
時　

６
月
６
日
、
６
月
13

日
、
７
月
11
日
、
７
月
18
日　
全

４
回（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

研
修
室
１・
２　

●
受
講
料　
３
，
０
０
０
円

●
講
師　
日
本
画
家　
日
展
準
会

員●
持
ち
物　
鉛
筆
Ｈ
～
３
Ｂ
、
お

手
持
ち
の
色
鉛
筆
や
筆
と
水
彩
絵

具
、
筆
洗（
水
入
れ
） 

●
定
員　
10
名　

●
申
込
方
法　

５
月
７
日（
木
）

～
21
日（
木
）の
期
間
に
、
八
木
市

民
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

 

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

くわしくは
こちら

申込フォーム

緑化フェア
ホームページ
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八
木
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

〈
グ
リ
ー
ン
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
〉

●
日
時　
5
月
13
日（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館　
会
議
室

●
内
容　
グ
リ
ー
ン
で
鮮
や
か
に

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
み
よ

う
。

●
参
加
料　
　

２
，
６
０
０
円

●
持
ち
物　
花
ば
さ
み
持
参

〈
水
引
で
作
る
花
嫁
ド
レ
ス
〉

●
日
時　

・
５
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時

・
５
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館　
会
議
室

●
参
加
料　
２
，
５
０
０
円

●
持
ち
物　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

●
内
容　
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
で

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
作
り
ま

す
。

問
N
P
O
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
６
６

FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fuanm
100@

kcn.jp

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら

お
知
ら
せ

〈
水
辺
の
生
き
も
の
観
察
会
〉

●
日
時　
５
月
９
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
園
内
敷
地

●
内
容　
公
園
周
辺
に
生
息
す
る

生
き
も
の
の
観
察
を
し
よ
う
！

●
参
加
費　
無
料

●
定
員　
30
人
程
度

●
対
象　
小
学
生
以
上（
保
護
者

同
伴
）

●
申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
親
子
サ

ッ
カ
ー
教
室
〉

●
日
時　
５
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
陸
上
競
技
場

●
内
容　
親
子
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
も
う
！
初
心
者
歓
迎
。

●
参
加
費　
１
，
０
０
０
円
/
組

●
定
員　
30
組

●
対
象　
年
中
～
小
学
２
年
生

●
申
込
方
法　
当
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園　

TEL
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

南
丹
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

●
日
時　
５
月
27
日（
水
）

※
開
始
時
間
な
ど
は
申
込
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
場
所　
ク
ラ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
京
都

ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
参
加
資
格　
大
会
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
け
る
方

●
競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
イ（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
）

●
参
加
費　
１
２
，
0
０
０
円

●
申
込
方
法　
５
月
17
日（
日
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

※
で
き
る
だ
け
四
人
一
組
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
本
大
会
は
第
49
回
京
都
府
民
総

合
体
育
大
会
ゴ
ル
フ
競
技
の
南
丹

市
代
表
選
手
選
考
を
兼
ね
て
い
ま

す
。

問
ク
ラ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
京
都
ゴ
ル
フ

倶
楽
部

TEL
０
７
７
１
－
７
２
－
１
２
３
４

軽自動車税の納期限が５月31日に変わります

令和８年度の納期限は６月１日（月）です
（本来の納期限５月31日が休日のため）

※納税通知書は、５月上旬に発送します。
※お手持ちの令和７年度車検用納税証明書は、
　令和８年５月31日（日）までお使いいただけます。

問税務課　TEL0771-68-0004
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：28,911人（−107）
　（男：14,074人

（−71）
・女：14,837人

（−36）
）

●世帯数：14,269世帯（−17）
（令和8年4月1日現在）

（　）内は前月比

　
新
年
度
が
始
ま
る
４
月
。
桜
の

開
花
と
と
も
に
、
新
た
な
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
進
学
や
就

職
、
異
動
な
ど
、
環
境
の
変
化
が

多
い
こ
の
時
期
は
、
期
待
と
と
も

に
少
し
緊
張
も
感
じ
る
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
や
わ
ら
か
な
春
の
日

差
し
の
中
で
、
気
持
ち
も
新
た

に
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
も
の
で

す
。

　
新
し
い
年
度
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
分
か
り

や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

編
集
後
記

No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080　
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）　　　　
図書館ホームページ二次元コード：  　

No.130

　

南
丹
市
立
図
書
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
図
書
の
展
示
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

　

た
と
え
ば
、
季
節
に
関
係
す
る
本
、

身
近
な
話
題
の
本
、
世
の
中
の
情
勢
に

関
す
る
本
、
図
書
館
員
お
す
す
め
の
本

な
ど
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
資
料
を
集
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
利
用
者
の
方
の

目
を
引
く
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
考
え
、
テ
ー
マ
を
よ
り
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
飾
り
付
け
た
り
、
利
用

者
の
方
が
手
に
取
り
や
す
よ
う
に
本
の

表
紙
を
見
せ
て
並
べ
る
な
ど
し
て
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
丹
市
内
各
図
書
館
・
室
か

ら
も
本
を
取
り
寄
せ
て
展
示
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
本
や
興

味
が
な
か
っ
た
本
の
中
に「
こ
ん
な
本

も
あ
っ
た
ん
だ
」と
足
を
と
め
て
見
つ

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

展
示
は
、
図
書
館
と
利
用
者
の
方
を

結
ぶ
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
も
あ
り
、
今
ま

で
出
会
わ
な
か
っ
た
本
と
の
出
会
い
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
様
々
な
本
に
触
れ

る
こ
と
で
、本
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
本
に
も
目
を

向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
新
た
な
お
気

に
入
り
の
本
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
展
示
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
リ
ク
エ
ス
ト
も
お
伺
い
し
て
い
ま

す
。
図
書
館
職
員
ま
で
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

南丹市立図書館（全館）蔵書整理日のおしらせ
下記の日は蔵書整理のため休館します。
【休館日】5月28日、6月25日、10月29日、
11月26日、1月28日、2月25日、3月25日
（各木曜日）

新
刊
紹
介

『�

72
歳
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

 

野
菜
料
理
は
気
楽
で
い
い
』

著
者
／
大
庭
　
英
子

発
行
／
主
婦
の
友
社

『�

デ
コ
ピ
ン
の

と
く
べ
つ
な
い
ち
に
ち
』

ぶ
ん
／
大
谷
　
翔
平

   

　   

マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ラ
ン
ク

え
／
フ
ァ
ニ
ー
・
リ
ム

発
行
／
ポ
プ
ラ
社


